2013年9月7日(土)13：15～16：45

政治を考える市民の会　賛同人会議

於：名古屋働く人の家

参院選結果を踏まえ当面の方針を考えるにあたって
（参考メモ）
池住義憲

■「市民の会」の趣旨・目的

「脱原発」と「憲法改悪阻止」のため、2013年7月参院選とその後の国政選挙で「脱原発」「憲法改悪を許さない」を政策／公約に掲げる政党・政治団体に対し、候補者一本化も含めた連携・共闘を働きかけ、実現させること
■　2013年度活動方針

１．2013年７月の参院選に向けた活動（略）
２．参院選後の活動

１）2013年7月参院選への取り組みを振り返る集会を開催する
２）市民運動と政治を考える学習会を開催する（市民運動と政治との関係のあり方、例えば韓国における市民運動から政治への働きかけ状況などを考える集会開催など）

３）脱原発運動を行うさまざまな市民団体から意見を聞く会を開催する
４）憲法問題に取り組むさまざまな市民団体から意見を聞く会を開催する
■　解釈改憲/立法改憲に関する主な動き
＊解釈改憲(集団的自衛権行使の合憲化)

＊立法改憲(立法による改憲状態づくり)

【2013年】

3～8月　・憲法審査会、日本国憲法の全条レビュー終了。今後は明文改憲の布石としての三つの宿題（改憲手続き法の改定、選挙・民法と切り離した18歳国民投票権の実現など）
8月　 　・内閣法制局長官に集団的自衛権行使容認派の小松一郎氏を任命(閣議決定)
10/中旬～12/上旬(秋の臨時国会)　・「国家安全保障会議(日本版NSC)設置法案」提出(閣法)
・「特定秘密保護法案」提出(閣法)
11～12月 ・安保法制懇「報告書」提出

・日米２プラス２会議(新日米ガイドライン策定着手)
・新防衛大綱（敵基地攻撃能力保有、海兵隊機能の保有ほか）発表
【2014年】

1/中下旬～7/中下旬(通常国会)　・「国家安全保障基本法案」(閣法)提出
■　今後の主要選挙日程

（2015年2月以前　　愛知県知事選）
（2015年4月以前　　愛知県議選）
2016年7月　　　　参院選

2016年12月以前 　衆院選（前倒し解散し、参院選とのダブル選の可能性もあり）
■　6.14「政党・政治団体と市民との討論会」での主要関連発言（抜粋）
・国政選挙では、①基本政策で一致することが重要。国民に対する責任もある、②双方が連携しようとする意思があるのかどうか、③ふさわしい候補者がいるのかどうか、この三つで一致する必要がある。参院選で愛知選挙区は、現時点でその条件は難しい。市民の声で政党を縛る運動をしていきたい（日本共産党愛知県委員会）

・市民の会は特定の「政党支持」運動ではなく、基幹となる二つの政策実現に向けた「政策支持」運動である。政策実現のためにどうすればいいか（司会）
・第3者の無党派の人が立候補して、政党が支援をするということを考えるべき（Ｔ：常滑市）

・誰を候補者にするかは、遅くとも半年前には提案してくれないと無理（みどりの風）

・政党間の政策の一致、政党の共闘の意思、候補者での一致、この三つ点が必要。そいうことで共闘していきたい（日本共産党愛知県委員会）

・政党が市民の中に飛び込んでやって欲しい（Ｉ：扶桑町）

・沖縄の自民党は、本部とねじれた公約をかかげている。そうさせているのは沖縄を取り巻く環境と沖縄の人々である。本部と異なることはできないというのでなく、愛知県民の意思をもとに判断すべき（Ｉ：安城市）

・選挙に距離を置く市民運動の体質を変えていく必要がある（Ｆ：熱田区）

・柱に基地問題を入れてほしかったが、憲法の中に含まれることかと思う。政党は日米地位協定、安保問題をどう考えているのか（Ｇ：緑区）

・共闘できるのは国会での政策課題別の共闘であり、国政選挙ではない。あるいは首長選挙だから共闘できる。選挙での共闘を目指すには、政党論理を越えなければならない（Ｋ：天白区）

・安保条約は破棄すべきだ。地位協定も見直すべきだ。愛知でも統一候補を立てたい（緑の党・東海）

・選挙制度問題

・政党助成金問題
■　今後の方針（活発な話し合いのためのタタキ台）
当面(2013年度)の方針

１）目標

「脱原発」「憲法改悪阻止」実現へ向けて、2016年二つの国政選挙で「統一候補」またはそれに準ずる政党/政治団体間協力・連携を実現させるため、「市民/政党/政治団体間の相互理解と信頼関係」の基礎・基盤を強める。（『愛知方式』と呼ぶ）
２）そのために…（具体的方法・方策と体制づくり）

　①政党・政治団体訪問（10～11月、信頼関係の継続と強化のために）

　　　訪問先：　A)愛知県レベル： 社民党愛知県連合、新社会党愛知県本部、日本共産党愛知県委員会、みどりの風、緑の党・東海、民主党参議院議員事務所、公明党愛知県本部
　　　　　　　　B)中央レベル：　社民党党首、日本共産党委員長、みどりの風代表、「立憲フォーラム」代表、公明党党首
　　　訪問目的：　市民の会の今後の方針と考え方説明・共有、第2回討論会(次項)開催の相談と参加協力依頼

②「第２回　政党・政治団体と市民との討論会」開催（『100人討論会』と呼ぶ）
　　日時：　2013年11月下旬～12月上中旬

　　場所：　名古屋YWCA

　　テーマ：「脱原発と憲法改悪阻止のために　これからどうするか？

～～７月参院選後と秋の臨時国会を振り返りながら」
　　　　＊賛同人有志と役員で構成する実行委員会で詳細を企画・運営する

③ 市民の会の体制強化と他団体との連携・協力

　　　・賛同人の拡大

　　　・財政

　　　・事務局体制

　　　・広報（ホームページの活用、など）

　　　・他の関連市民運動団体・グループとのネットワーク、連携

2014～2015年度の方針

１）目標
　2016年二つの国政選挙で「統一候補」またはそれに準ずる政党/政治団体間協力・連携を実現させるため、原発と憲法問題に関する具体的政策/方策を話し合いを通して2016年二つの国政選挙の準備を進める。
２）そのために…（具体的方法・方策と体制づくり）
①「政党・政治団体と市民との討論会」の継続開催（国政の動きと関連して）
　② 県内政党/政治団体ならびに各政党本部(中央レベル)への訪問継続（必要に応じて）
　③「市民による政治学習塾」企画運営：「選挙制度」「政党助成金」「韓国における市民運動と政治の関係」「ドイツの脱原発政策に影響を及ぼしたドイツ市民の運動」など。
以上　
（2013.9.6記）

PAGE  
3

